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備
前
和
気
郡
伊
部
村
（
現
・
備
前
市
）
の
医
師
、
佐
藤
陶
崖
（
一

七
七
五
’
一
八
四
三
）
は
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
二
六
歳
の
時
、
播

州
室
津
の
漢
方
医
名
村
金
水
の
塾
に
入
門
し
、
特
に
腹
候
術
を
研

讃
し
た
。
文
化
一
○
年
十
月
十
六
日
、
江
戸
か
ら
長
崎
に
下
る
途

中
の
蘭
方
医
吉
雄
永
清
が
室
津
に
着
き
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
の

ち
同
月
晦
日
岡
山
城
下
に
到
着
し
、
数
ヶ
月
逗
留
し
た
。
陶
崖
は

室
津
で
吉
雄
永
清
に
面
会
し
た
の
ち
、
岡
山
城
下
に
赴
き
、
束
修

を
投
じ
て
入
門
、
三
ヶ
月
余
藺
方
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
教
授

内
容
を
一
冊
子
に
輯
録
し
、
「
紅
毛
外
科
要
訣
」
と
名
付
け
た
。
こ

れ
は
「
陶
崖
備
忘
」
と
題
し
た
冊
子
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
備
忘
録
の
先
ず
最
初
に
自
序
（
漢
文
、
一
行
十
六
字
、
二
十
行
）
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
序
の
文
頭
か
ら
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。「

崎
陽
吉
雄
先
生
、
名
ハ
永
清
、
字
ハ
幸
作
、
耕
牛
ノ
長
子
ナ
リ
、

６
岡
山
で
藺
方
を
教
え
た
吉
雄
永
清

中
山

沃

先
生
弱
冠
ニ
シ
テ
故
有
り
漂
泊
シ
テ
東
都
二
往
キ
医
ヲ
以
テ
業
卜

為
ス
、
今
年
癸
酉
冬
偶
崎
陽
二
下
ラ
ン
ト
欲
シ
、
十
月
既
望
（
陰
暦

十
六
日
）
行
途
駕
ヲ
西
播
室
港
二
脱
ス
、
時
二
予
、
室
港
二
遊
ビ
暢

襟
楼
二
選
遁
シ
、
先
生
二
謁
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
、
同
月
晦
日
吾
ガ
藩

二
至
ル
ナ
リ
云
々
」
。
そ
し
て
こ
の
末
尾
に
、
「
文
化
癸
酉
（
一
○
）

冬
三
一
月
望
日
書
岡
城
寓
屋
西
窓
下
暢
襟
楼
晩
生
佐
藤
睦

識
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
陶
崖
が
五
○
歳
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
著
述
を
完
了

し
た
「
日
本
医
蘇
」
（
上
・
中
・
下
の
三
巻
、
腹
候
の
二
八
術
に
つ
い

て
論
述
）
の
中
で
、
陶
崖
が
岡
山
で
吉
雄
永
清
に
師
事
し
た
と
き
永

清
先
生
は
満
六
○
歳
で
、
自
分
は
二
九
歳
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い

つ
（
》
Ｏ

こ
の
吉
雄
永
清
の
名
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
吉
雄
耕
牛
（
一
七

二
四
’
一
八
○
○
）
の
子
弟
の
中
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
人
物
で
あ

る
。
通
説
で
は
、
耕
牛
に
は
上
か
ら
、
献
作
（
永
久
）
・
定
之
助
（
永

貴
）
・
権
之
助
（
永
保
）
の
三
人
の
男
子
の
ほ
か
に
、
男
子
二
人
、

女
子
三
人
の
子
供
が
い
た
。
長
男
献
作
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

七
月
に
五
六
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
定
之
助
は
佐
藤
家
の
養
子

と
な
る
が
、
の
ち
に
復
籍
し
、
寛
政
五
年
二
七
九
三
長
崎
を
処
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払
い
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
赦
免
さ
れ
る
が
、
生
没
年
月
日
は

不
明
で
あ
る
。
妾
腹
の
子
、
権
之
助
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
五

月
、
四
七
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
文
化
一
○
年
（
一
八
一
三
）
末

に
は
永
清
は
満
六
○
歳
と
陶
崖
が
記
し
て
い
る
の
で
、
宝
暦
三
年

（
一
七
五
三
）
生
ま
れ
で
、
耕
牛
三
○
歳
の
時
の
子
で
あ
る
。
嫡
出

長
子
の
献
作
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
永

清
は
献
作
よ
り
一
六
歳
年
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
永
清
は
第
一
番
目
の
夫
人
（
あ
る
い
は
家
女
房
）
の
子
と
推

察
さ
れ
る
。
耕
牛
は
、
名
は
永
章
、
通
称
は
初
め
定
次
郎
、
つ
い

で
幸
左
右
衛
門
、
の
ち
に
幸
作
と
名
乗
り
、
耕
牛
は
号
で
あ
る
。

永
清
の
字
を
幸
作
と
し
た
の
は
耕
牛
が
自
分
の
字
を
襲
名
さ
せ
た

の
で
あ
ろ
う
。

「
紅
毛
外
科
要
訣
」
の
本
文
の
中
に
、
「
先
生
は
紅
毛
国
の
良
医

メ
イ
ス
ト
ル
チ
ウ
ン
ベ
ル
の
門
人
に
し
て
、
本
朝
始
め
て
ア
ル
ム

テ
リ
ア
カ
の
方
を
授
く
也
」
の
記
述
が
あ
る
。
チ
ウ
ン
ベ
ル
と
は
、

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
八
月
長
崎
に
来
航
、
同
六
年
十
月
長
崎
を

去
っ
た
ス
エ
ー
デ
ン
の
医
学
者
、
植
物
学
者
の
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー

（
弓
西
ご
ｚ
国
両
”
⑦
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
来
航
し
た
年
に
永

清
が
入
門
し
た
と
す
れ
ば
、
永
清
が
二
三
歳
の
時
と
な
る
。

そ
の
他
陶
崖
が
永
清
の
下
で
筆
記
し
た
も
の
に
、
「
吉
雄
先
生

訳
、
紅
毛
流
水
薬
方
函
」
、
「
崎
陽
吉
雄
幸
作
永
清
訳
、
阿
蘭
陀
ア

ポ
テ
イ
キ
之
和
解
」
、
「
フ
ァ
デ
ル
メ
デ
セ
ル
」
（
文
化
十
稔
癸
酉
冬
十

一
月
侍
坐
於
吉
雄
先
生
岡
城
偶
居
膝
下
写
之
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
陶

崖
常
用
の
薬
箱
の
横
四
面
に
、
ロ
詞
シ
シ
尿
（
竜
）
・
【
シ
三
国
伊
（
ら

く
だ
）
・
も
シ
ｚ
弓
国
両
”
（
ひ
ょ
う
）
畠
ｚ
国
ン
ｚ
ｍ
・
国
シ
シ
Ｚ
（
雄

鶏
）
あ
の
西
目
ロ
も
シ
ロ
（
亀
）
な
ど
の
ほ
か
に
、
シ
閃
詞
口
白
Ｏ
ｚ
ｐ
。

閃
国
ｚ
・
言
○
両
ロ
・
冨
己
・
Ｎ
ｐ
⑦
弓
・
く
崗
詞
【
Ｚ
目
な
ど
意
味
不

明
の
語
が
書
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
諸
資
料
に
つ
い
て
報
告
し
、
会
員
諸
賢
の
ご
批
判
を
賜

り
た
い
。
な
お
こ
れ
ら
資
料
の
閲
覧
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
備
前
市

佐
藤
家
お
よ
び
資
料
発
掘
に
貢
献
さ
れ
た
吉
崎
一
弘
氏
（
「
和
気
の

医
療
史
」
編
集
委
員
）
に
対
し
深
謝
致
し
ま
す
。


